


第１回ちとからまちづくりフォーラム開催
フォーラムの趣旨

特 集

まちづくり団体等の紹介

意見交換

アドバイザーのコメント/来年度にむけて

令和７年２月、烏山区民センターの集会室において、地域にお住いの方や商店街、まち

づくり活動団体等にご参加いただき、千歳烏山駅周辺のまちの未来について考えていく

「ちとからまちづくりフォーラム」の第１回を開催しました。当日は、参加された皆さま

お一人おひとりから、このまちの未来に対する期待や、こんなまちになってほしいという

思いをお話いただき、活発な意見交換が行われ、またご意見をいただくことができました。

その一方、参加者アンケートには「千歳烏山で行われているまちづくり活動を知ること

ができてよかった」という声も多くあり、こうしたまちづくり活動がそれほど知られてい

ないのだと気づきました。まちづくり活動団体による取組みは、それぞれの団体により情

報発信されていても、千歳烏山駅周辺のまちづくりについて、何かにまとめて大きく掲載

された記憶は、すぐには思い当たりませんでした。

そこで今後、まちづくり情報誌として「ちとからのこれから」を１年に１回程度発行し

て千歳烏山駅周辺のまちづくりの動きをお伝えし、「ちとからまちづくりフォーラム」と

はまた別の形で、まちづくりについて広く知っていただく機会にしたいと考えています。

創刊号の今回は、「第１回ちとからまちづくりフォーラム」の開催状況を特集として、

当日の雰囲気が伝わるよう、発言内容は、できる限りそのまま掲載しています。手に取っ

ていただいた皆さまに、千歳烏山のまちづくりに興味を持っていただけましたら幸いです。

創刊にあたって

烏山総合支所長 和田 康子
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街
が
大
き
く
変
化
す
る
機
会
を

捉
え
た
ま
ち
づ
く
り

千
歳
烏
山
駅
周
辺
で
は
、
京
王
線

連
続
立
体
交
差
事
業
、
駅
前
広
場
事

業
、
都
市
計
画
道
路
補
助
２
１
６
号

線
を
整
備
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
区
は
、
こ
う
し
た
街
が
大
き

く
変
化
す
る
機
会
を
捉
え
て
街
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
都
市
計
画
事
業
が
完
成
す

る
と
、
商
店
街
を
中
心
と
し
て
回
遊

性
も
高
ま
る
こ
と
で
更
な
る
に
ぎ
わ

い
に
つ
な
が
り
、
交
通
結
節
点
と
し

て
の
機
能
向
上
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
駅
周
辺
に
点
在
す
る
公
共

施
設
で
は
、
総
合
支
所
・
区
民
セ
ン

タ
ー
の
狭
隘
化
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

公
共
施
設
の
再
編
な
ど
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
前
広
場
南
側
地
区
で
は
、
地

権
者
に
よ
り
再
開
発
事
業
の
検
討
が

進
め
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
取
組
み

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

ハ
ー
ド
面
の
街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
る
一
方
で
、
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
も
活
発
化
し
て
い
る
中

で
、
駅
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
で
、

更
な
る
参
加
と
協
働
に
よ
り
「
ま

ち
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
進
め
方

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
度
限
り
で
は

な
く
、
今
後
、
継
続
し
た
取
組
み
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
３
つ
の

ス
テ
ッ
プ
を
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は

将
来
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
そ
の
後

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
、
そ
し
て
実
行
と
い

う
流
れ
を
考
え
て
い
ま
す
。

烏
山
地
域
で
は
「
つ
な
が
り
」
と

い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
こ
を
軸
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

進
捗
や
取
組
み
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
成

区
民
の
皆
様
、
町
会
、
学
校
、
商

店
街
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
そ
れ
か

ら
本
日
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
来
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
京
王
電
鉄
、
専
門

家
や
区
な
ど
多
様
な
方
々
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
今
後
も
多
様

な
方
々
に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

想
定
し
て
い
ま
し
て
、
色
々
な
視
点

を
も
っ
た
取
組
み
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て

ス
テ
ッ
プ
１
の
到
達
点
は
、
将
来

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、

約
２
０
年
前
に
駅
周
辺
で
「
商
店
街

の
時
間
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
図
を
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
つ
く
っ
て

ちとからまちづくりフォーラムの進め方(イメージ)

フォーラムの構成

第
１
回
ち
と
か
ら
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催

世田谷区烏山総合支所 駅周辺整備担当課長

小田代 貴彦

フォーラム趣旨説明

東京都立大学都市環境学部

都市政策科学科
あいば

饗庭伸 教授

千歳烏山駅周辺の現状

い
ま
し
て
、
ス
テ
ッ
プ
１
で
は
こ
う

し
た
将
来
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
作
っ

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
は
、
作
っ
た
将
来
イ

メ
ー
ジ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
て
か

ら
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
等
を
き
っ
か
け
に
出
来
た
つ
な

が
り
を
活
か
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
組
み
を
実
行
し
始
め
て
、
並
行
し

な
が
ら
そ
れ
を
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に

も
反
映
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
進

め
方
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３
は
実
行
で
す
。
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
い
う
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制
や
運
営
の

仕
方
が
望
ま
し
い
の
か
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
手
法
の
一
例

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
限
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
千
歳

烏
山
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
ど
う
い

う
形
が
良
い
か
、
そ
れ
自
体
を
み
ん

な
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
回
の
今
回
は
、
今
の
「
ち
と

か
ら
」
を
知
る
。
そ
し
て
将
来
の

「
ち
と
か
ら
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
、
意
見
交
換
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
、
来
年
度
以
降
の
取
組
み
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
」
の
未
来
を
考
え

て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
住
民
の
皆

様
参
加
の
も
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
情
報
共

有
・
意
見
交
換
等
を

行
っ
て
い
く
た
め
、

今
年
度
新
た
な
取
組

み
と
し
て
「
ち
と
か

ら

ま

ち

づ

く

り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
立

ち
上
げ
、
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
よ
り
良
い

ま
ち
の
将
来
を
一
緒

に
考
え
、
実
行
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

アドバイザー

0304

特

集



烏
山
地
域
の
力会るめ集をスクラムからすやま

烏
山
ネ
ッ
ト
・

わ
ぁ
～
く
・

シ
ョ
ッ
プ

烏山上町会
町会は、回覧板を配っているだけかなとお思いかもし

れませんが、実はそれだけでないのです。実は江戸時代

からありまして、戦前戦後で役割が変化しました。戦前

までは福祉のこともやっていましたし、非常に強い力も

ありました。そのため、日本が戦争に負け、占領軍が町

会の活動を停止するほど、戦前の町会は地域のまとまり

の中心だったのです。

烏山上町会は昭和３１年に設立し、回覧板から始まり

ました。当時は役所のことを伝える手段がなかったので

回覧板が一番需要がありましたが、近年では区報やイン

ターネットでも知ることが出来るようになったことで、

だんだんと町会が廃れていっています。

ただ、私は町会というのはある意味で色々なことがで

きると思います。今、町会で一番力を入れているのは防

災です。在宅避難を皆さんはご存知ですか？マンション

に入っている方は知らない方が多いので、町会が中心に

なって詳しく皆さんに伝えていこうという話があります。

「烏山ネット・わぁ〜く・ショップ」は、世田谷区が

５支所に分かれた１９９９年に福祉の街づくりのワーク

ショップを行った際の烏山支所のグループで、ワーク

ショップ終了後、課題を出しているだけでは問題の解決

にならないということで、一つ一つ問題を解決していこ

うと提案し、継続して現在も活動している団体です。

行政の人も一緒になって考えて、共にいいまちを作ろ

うという形で活動しています。

その中で一つの例として、車いすの方がバスに乗る時

に、駒大グラウンド前のバス停から乗れないということ

で、どういうふうに解決すればいいかということで出来

たのが、資料に掲載している駒大のバス停で、駒大の方

あと、オウム真理教の問題、一生懸命反対する必要が

あるのかと思うかもしれませんが、３年毎に監察処分

を更新しているため、我々が活動を止めたら、あそこに

いる警察官や公安調査庁の見張りはなくなってしまいま

す。だから我々はあそこで反対運動をしているわけです。

それも含めて今やっていることは上町会のHPにあり

ますので、ぜひ見て下さい。町会は、会長が一生懸命

やって、どんどん引っ張っていかなかったら、消えてい

きます。そのため、私は頑張ろうと思っています。是非、

活動にご理解頂き、町会へ加入してください。

町会の役割

世田谷区烏山上町会会長

古馬 一行

課題がありますか」と聞いたら、烏山のいいところは便

利とか、広場そのもの、寺町がいい、お店がすごく賑や

か等、様々な意見が出てきました。課題として多かった

のは防災や自転車問題でした。ほかにもまちなか観光と

か、もっと烏山のいいところをPRしていこうよとか、

ユニバーサルデザインとかそんな話が出ていました。そ

れをヒントに地域でできることをみんなでやっていくと

いうことで、いくつかのプロジェクトが立ち上がり、月

１回その情報を交換しています。防災冊子を作ったり、

南烏山２丁目みんなの庭の畑の管理などもやっています。

会として、みんなで取り組むイベントもあります。から

すやま夏まつりでの復興支援ブースの出展、夏まつりの

後に広場で防災イベントをやっています。D型ポンプの

水を使い、その残り水でどじょう掴み大会をやったら、

子ども達がいっぱい来てくれ、親御さんたちも防災の話

を聞いていただいています。その他、自転車のマナー

アップイベントをやっています。誰でも参加できる活動

なので是非ご参加下さい。興味があったらぜひお声がけ

ください。

商店街や地域、みんな集まって色々なことをやろう

烏山地域の力を集める会

福永 順彦

「スクラムからすやま」は平成１５年に発足し、街の

清掃活動や街中にあるフラワーポットの花の植替えをし

ているボランティアグループです。今から２０年以上前

の地域通貨という言葉が盛んに言われている時に、商店

街が発行しているダイヤスタンプを一種の地域通貨とみ

なして、どういう流れをするか検証してみようというこ

とで、街で清掃活動をしてくれた人にダイヤスタンプを

あげ、それがどういうふうに使われるかを実証実験をし

ました。実証実験が終わった後、参加してくれた人達か

ら、街を掃除するというのはとても気持ちがいいので続

けたいと言われたのを契機に活動がスタートしました。

それからちょうど今年の２月で２２年が経ち、今年度

は２３年目になりますが、少ない時でも３０人、多いと

５０人。ボーイスカウトは団体でくると６０人ぐらいき

た時もあって、掃除用具が足りなくなったりすることも

ありましたが、おかげさまで地域の人達と街を清掃しな

がら、また花壇をきれいにしながらずっと活動を続けて

おります。

最近では、FC東京が地域と交流したいというお話が

あり、今、５つの商店街が烏山にあるんですが、それぞ

行政も一緒になって考え、共にいいまちをつくる

と東京都や世田谷区が協力して作ったバス停です。また、

上北沢桜並木では、みんなで一緒になってどうすれば樹

木を更新していけるかを考え、行政と一緒になって桜並

木を守る活動に繋がったというような例もあります。

決して行政に対してクレームをつけるような形でなく、

一緒に考えていくことが非常に大事で、少なくとも烏山

支所の街づくり課関係の人達は、一緒に考えてくれまし

た。ですから、我々は一緒にまちづくりをやっています。

今考えているのは、若い人達をこのまちづくりに巻き

込んでいきたいと思っています。そんな中、２年位前に

芦花高校の校長先生の所にご挨拶に行き、こういう活動

をやっているのでと話したら今日、大勢の高校生を連れ

て来てくれました。これからのまちづくりは、若い人達

をどんどん引っ張っていきたいなと思います。そして、

住んでいるまちではなくて、住み続けるまちではなくて、

卒業しても住みたいまちというようなかたちで、まちを

もっともっと元気にしていきたいなと思います。これか

らは若者を引き込んだまちづくりを一緒にできたらなと

思っています。

烏山ネット・

わぁ〜く・ショップ

稲田 信之

街を掃除することは気持ちがいい

れにFC東京のペナントが掲げてあります。その第２段

として、FC東京からスクラムからすやまが管理するフ

ラワーポットを青赤の花でいっぱいにしたいという話が

あり、今度の３月２日に２００鉢FC東京から花が届き、

植替え作業を行います。とても我々の手だけでは足りな

いので、チラシを配布したりして、その作業をする人を

募集しております。３月２日午後１時、もし皆さんお手

隙でしたら是非ご参加頂いて、一緒に我々とフラワー

ポットに花を植えて頂ければなと思っております。

スクラムからすやまは、特に会員制でもありません。

毎月第１日曜日朝９時烏山区民センター前広場で行って

おりますので、自由に参加頂ければと思います。

これからもよろしくお願いいたします。

スクラムからすやま事務局

田中 省一

0506

もともとは烏山ネット・わぁ〜く・ショップというユ

ニバーサルデザインの街づくりを進める活動をしている

中で、商店街の方々と知り合い、２０１０年に、商店街

や地域みんな集まって地域のためになる色々なことを

やっていこうよというところから始まった活動です。子

育てや福祉に取り組んでいる団体、音楽をやっている人、

芦花公園で色々な活動をしている人、子ども食堂をやっ

ている人、フェアトレードに取り組む人、最近では大学

も一緒になってボランティアで地域を繋いでいこうとい

う話をしています。

２０１１年に烏山区民センター前広場で青空ワーク

ショップというのをやりました。通りがかりの人達にも

声をかけて「烏山の好きな所はどこですか」「どんな

まちづくり団体等紹介



街づくり委員会

千
歳
烏
山
商
店
街
連
合
会

市
街
地
再
開
発
準
備
組
合

ま
ち
づ
く
り

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
な
つ
の
こ

千歳烏山駅前広場南側地区

駅周辺には実は５つ、個々の商店街というものがござ

いまして、旧甲州街道を中心とした烏山商店街、それか

ら先ほど説明がありました栗山理事長のところ、駅前通

り商店街、西口改札の西口駅前商店街、ライフ周辺の南

口商店会、私は実は南口商店会の会長をやらしてもらっ

ております。それと郵便局がある南烏山６丁目商店街、

合計５つの商店街が２０１９年１１月に連合会を発足致

しました。

この連合会を作った背景は、京王線の連続立体化事業、

それから駅前広場、それから南側の再開発。こうした街

が大きく変わっていく、人の流れが変わる、車の流れが

変わる、自転車の流れも変わる、商店街も大きく変わっ

ていく、外的な変化がある中で、我々商店街としても、

どういう街にしていくかを検討するため、連合会の中に

２０１９年の１１月に街づくり委員会を発足しました。

２０１９年以降、色々活動しようと思った瞬間、コロ

ナで様々な活動が制約されていましたけれど、２０２２

年４月に「ちとからまちづくりデザイン」をとりまとめ

たということが大きくございました。これは我々商店街

としての考えでございますが、商店街としてストレスの

「千歳烏山駅前広場南側地区市街地再開発準備組合」、

僕も見ながらでないとちょっと言えないくらい長いです

が、理事長を勤めさせていただいております栗山和久と

申します。ご存知の方もいらっしゃると思いますが、踏

切南側のスーパーマーケットのシミズヤというお店を営

んでおります。どうぞよろしくお願いいたします。

この準備組合に関しては、京王線連続立体化が進んで

いたり、駅南側のバスロータリーの事業が進み、既にう

ちの隣の「たちばな」さんというお菓子屋さんがなく

なってしまっていたりと、このまま整備されると商店街、

踏切南側の商店街の約４分の１程度がなくなってしまう。

そうすると、街のにぎわいがなくなってしまうのではな

私どもの「一般社団法人ななつのこ」は区民の立場で、

街の中で色々な方が繋がり、そして自分の力を少しずつ

発揮できる場所があればいいなという思いで、日々取り

組みを進めております。「コミュニティカフェななつの

こ」をご存知の方もおられるかと存じますけれど、コー

シャハイム千歳烏山の中で、建て替えによる小さな再開

発の中で１１年ほど前に生まれました。当初は別の非営

利法人が運営しておりましたが、そこに集って来た烏山

の街の人材の中で地元の力で頑張っていこうねというこ

とで社団法人として立ち上げまして、２０２０年から現

在の形になりました。ソーシャルキャピタル、エンパ

ワーメント、と資料に横文字がありますが、簡単に申し

ますと、街の中で顔の見える安心した関係づくりのお手

伝いをしていきたいと考えています。

一番初めにななつのこを立ち上げた時に思ったことは、

嬉しい時はみんなで喜べるけど、困った時とか悲しい時

にちょっとここに来てほっとして、誰かに困っているん

だと言えるような場所が街の中にあったらいいなという

ことでした。もう１つが、街は人材の宝庫だとずっと思

５０年に一度の街が大きく変化する機会を捉えて

ストレスのない活気に満ちた街を目指す

困った時、悲しい時にホッとできる場所づくり

からぴょんを通じてもっと面白いことを

みなさん、からぴょん知っていますか？からぴょん

好きですか？（会場から拍手）良かったです。

私は「株式会社まちづくりステーション」という烏山

のまちを活性化するために、住民と商店街、その他色々

な団体が連携した事業を行うために作られた非営利型株

式会社におります。そこでキャラクター事業部をやらせ

ていただいております。

この非営利型株式会社というのは、もし儲けが出た時

に株主に配らないで地域のために還元することをうたっ

ている会社です。

当初は駅前の駐輪問題を解決しようということで立ち

上がった団体ですが、烏山地域のキャラクターが街を元

気にするために、もっともっと活躍できるといいなと

思って「まちづくりステーション」の中にキャラクター

事業部を入れてもらって、やっているところです。

烏山総合支所でプロジェクトチームができ、烏山地域

のキャラクターをつくろうという時に関わらせて頂いて

いるのですが、「烏山だからカラスのキャラクターだよ

ね、カラスって黒いよね、真っ黒でカラスのキャラク

ターは怖いよね、それを絶対かわいくしよう」と、この

キャラクターが生まれました。

今はグッズ販売をしたり、お祭りに出店したり、イベ

ントの時にからぴょんが活躍するようなことを取り組み

ながら、“からぴょん”がみんなを繋ぐ役割を担うといい

なと考えてます。

これからももっともっと面白いことが、からぴょんを

通じてできるといいなと思っています。よろしくお願い

します。

(株)まちづくりステーション

キャラクター事業部

宮地 成子

いか。こういうふうに非常に心配をしておりまして、地

権者が集まって組織を立ち上げて活動しています。再開

発というと、イメージ的に大手に上手くやられてしまう

ではないかとか、行政が勝手にやっているのではないか

等心配される方も多いかと思いますが、そういうのでは

決してなく、地元でお店を営んだり、住んでいる人が中

心となって組織しています。僕が子どもの頃、商店街の

踏切の通りは６m、狭い所だと４mだったと記憶をして

いますが、今は拡幅されて１２m。自動車がよく通るの

で使い辛い面もあると思うのですが、以前からくらべる

と２倍３倍の広さになって、非常に回遊性が上がったと

思っています。ただ、道路を広げるためにお店をやって

いた方とかが後ろに下がったりしている、セットバック

してお店がなくなってしまう等もあって、今があると思

うのですが、だいたい５０年くらい前の話だと思います。

今回も京王線連続立体化、バスロータリー、大きく街が

変わる機会をとらえて、再開発という手法を使って検討

をするということを進めさせていただいております。

千歳烏山駅前広場南側地区

市街地再開発準備組合理事長

栗山 和久

ない活気に満ちた街を目指していこうと。住んでよし、

商いしてよし、来てよしの街にしていこうということで、

歩きやすい街、活気に満ちた街、安全安心な街という３

つの方針を作りました。現在、我々はこの方針に基づき

活動しており、取り組んでいるのは「新しくできる道路

の無電柱化」、これは既に行政の方にも要望を出しまし

た。それから商店街としての情報発信、それから皆さん

も頭のどこかにあると思いますけど、自転車対策。これ

も商店街として、どういうことができるのかということ

を勉強しながら活動をし、取りまとめに向けて動いてい

るとこで、このまちづくりフォーラムにおいても我々商

店街として、どういう情報交換を共有、対応ができるの

かという協力のもと進めていきたいと考えております。

千歳烏山商店街連合会

街づくり委員会委員長

内藤 昌彦

っていますが、個人の立場だとなかなか何か街の中でや

ろうと思ってもできる場所が少ない。場所があればでき

るんだけどなと長々と思ってきたこともあり、今、こう

した場づくりがななつのこの中で少しずつできているか

なと感じられるのはありがたいことだと思っております。

具体的な取り組みといたしましては、コミュニティカ

フェの運営、烏山地域の緑化事業のお手伝い、色々な人

材を紡いで子育てからシニアの方を繋いでいけたらと

思っております。コミュニティカフェは（日曜日・祝日

の定休日以外は）毎日やっておりますので、是非、皆様

お茶を飲みにいらっしゃりながら、こんなことをしたい

とお伝えいただければと思います。

一般社団法人ななつのこ

代表理事

鎌田 菜穂子
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は当日ふせんのみご紹介した

項目です。模造紙のふせんの内容は

こちらからご確認ください。

テーマA 現在の「ちとから」の好きなところ、住んでいる理由

意見

交換

「坂が少ない」

「郊外へのアクセスの良さ」

「バスや電車の公共交通が便利」

「飲食店が豊富で良い店が多い。

クオリティが高くコスパが良い」

「ほどよいにぎわい」

「いろいろなスーパー特にシミズヤ、

駅前のスーパーの充実」

「個人商店が多く唯一無二の感じが印象的」

「区民センター前広場がイチオシの場所」

〇商店街｜好きなところ

〇商店街の良さ

「にぎわいと農業空間が至近」

「からぴょんがとてもかわいい、

駅前通り商店街のエルくんとモールちゃんも

かわいい」

烏山に生まれ育ち、仕事の関係で大阪

や横浜に行ったが戻ってきた。オシャレ

なまちではないが、横浜の大倉山のギリ

シャ風建築が並んでいるようなまちとは

違い、地味だけどそれが良さでもある。

大阪や横浜ではあまり感じられなかった

居心地の良さがある。

「暗渠が多い」

「ななつのこを見つけた時の嬉しさ」

意見交換では、参加者の皆さまにテーマA・B

について意見を付箋に記入頂きました。模造紙に

整理した意見を投影により紹介し、記入した方の

お話を伺いながら、会場の皆さまと意見交換を行

いました。当日の発言内容をご紹介します。

坂が少ないので自転車も車椅子も動きやすい。

これからもっと大事なのは段差をなくすこと。

駅の整備はこれからであり、千載一遇のチャンス。

本当に居心地の良いまちをつくるのであれば、京

王線連立事業のタイミングでそういったことがで

きると良い。

８年前に杉並区高井戸から引っ越し。高

井戸は神田川の影響もあるようで坂が多

かった。それに比べ千歳烏山は坂が小さく、

自転車で子供を乗せても移動がしやすい。

引っ越すきっかけのひとつ。

高尾山、西に行くのが便利。

さらに山梨の方へ行くのが便利。

特急が停まるようになってから

アクセスが非常に良くなった。

バスの便が良いと通学するときに便利。

電車の駅から遠い所からでも通える。

人が集まる良いところだと考える。

8年ほど前に関西から引っ越し。新宿に出やすい、

区民センター前広場でバザーなどいろいろなイベ

ントがある、図書館がある、商店街に個人の店が

多いことなどが良いなと思いここに住むことに。

ずっと海外にいてアメリカから6年前に帰国。

世田谷区に公立で日本語を補習してくれる小学校が

あったため、小学校近くに住みはじめた。ずっと暮

らせる家を探し、現在は給田に住んでいる。出張が

多いのでアクセスの良さ、仙川沿い緑道の自転車の

乗りやすさ、ランニングしやすさ、安全でおっとり

した感じで、子どもたちの通学環境の良さが気に

入っている。

“ほどよい”がキーワード。

すごい都会ではないが、静か

でもない。丁度良いサイズ感

で等身大のまち。

7年間烏山に住んでいる。

飲食店が他にない美味しさとコスト

パフォーマンスでバランスが丁度良い。

それが烏山で自慢するところ。

商店街の中心にあれだけみんなが自由に使えて、

いろいろな人が集まれる空間が残っているのは貴重。

烏山の特徴なので絶対に残してほしい。

25年程烏山住んでいる。

飲み歩くのが好きで、常々思っている。

商店街がとてもにぎやかなのがこの

まちの特徴のひとつだと思う。シミズヤ

も創業して70年を超えた。古い店が多い

印象がある。個人の店が多く、チェーン

店があまりないことが烏山らしさ、烏山

の特徴のひとつだと思う。

ダイヤスタンプは昭和40年にスタートし、

今年で60年になる。最近加盟店が減ってきて、

昔に比べると元気がなくなってきている。

そのような状況で、商店街には事業委員会が

あり、どんなイベントやチケット交換が良い

かを、毎月定例会で若い人を中心に考えてい

る。なかなかスタンプが集まりにくいという

声もあり、1冊2冊で何ができるかに重点を置

いている。高尾山の温泉が人気ある。下高井

戸シネマや東宝シネマのチケット、FC東京の

試合のチケットなどいろいろある。お客様の

ニーズをもとに魅力があるチケット交換がで

きるように検討している。

ダイヤスタンプを集めて観劇のチケットに変えた

り温泉に行ったりしている。シミズヤさんの好きな

ところのひとつはダイヤスタンプがあるところ。

少し入ると広々とした農地がある。にぎわいから

近く、歩いていける距離にある。農地と住民が交流

できるまちづくりができると良いと思う。

「やさしい人が多い、

助け合い・思いやりの心がある」

3年前に引っ越してきて、北烏山に住

んでいる。こういう空間が地域にあるの

が良く、お茶を飲みに行く。いろいろな

イベントがあるのが良い。

登校時に周りの人に助けてもらったこ

とがある。店員さんも優しく対応してく

れる人が多く、ちとからは優しいという

印象がある。

農地の話と繋がるところがあるが、不

思議なブロックの壁や橋の跡のようなと

ころをよく見かける。調べたら、昔の農

地の水路に蓋をした暗渠が結構多い。昔

の地図にも暗渠の跡が書いてある。歴史

を勉強するきっかけにもなった。

「地味だけど

故郷で住みなれたところだと思う」

とてもかわいくて大好き。エルくんと

モールちゃんの出てくる姿が減ったかな

…。からぴょんを見ているだけで心が和

むまち。ただ、ダイヤスタンプの交換場

所が３階で車椅子が入れない。改善して

くれると嬉しい。

〇電車

〇自転車：平坦な地形

〇バス

〇商店街｜にぎわい

〇商店街｜個人商店

〇商店街｜飲食店

〇商店街｜スーパー

「ダイヤスタンプが好き」

ま
と
め

交通の便（利便性）

区民センター前広場

商店街

ほどよい

街のサイズ

多様な人

公共施設

みどり

住民参加

住まい

からぴょん

千歳烏山に住んでいる理由
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テーマB

「地域の皆さんと学生がコラボした

イベントや商品が作れるといい」

将来の「ちとから」でこんなことができたら良いな

「寺町だから法話をイベント化したい」

「エディブルタウン」 「駐輪問題の活用

→日本一自転車が使いやすいまちにする」

「まちをあげての音楽祭」

「アートによるまちのオリジナリティの創出」

「子育て家庭の女性が活躍できるまちづくり」

「広場に限らず商店街の道でイベントができたら！」

「住んでいる人が世話をすることができる広場」

「駅以外の地域。商店の発展」

市民の力

「多様な文化的背景をもった人々

が一緒に暮らせる」

「近くの中学校・高校に

防災イベントに参加してほしい」
饗庭先生

世田谷区

育てやすいものはたくさんある。採るときに皆

が不公平感がないように、みんなで一緒に考えて

いけばきっとうまくいく。楽しいと思う。

商店街や街中で、お母さんたちがバギーを押しながら子連

れで行き来したり買い物したりするのは、将来を考えると良

いと思う。ただし、お父さんが仕事でお母さんが家庭で、子

どもがいるという状況では、女性が活躍できる場が小さくな

る。それをフォローできるまちづくりが良い。

高校生などまちの若い人たちをま

ちづくりに引っ張り出していきたい。

今日も良い意見を出してくれている。

烏山には芦花高校、世田谷泉高校や

佼成学園女子もあるので、この流れ

を変えずに、高校生などとまちづく

りができると面白い。

いろいろなルーツがありそうな

人がまちに増えていると実感して

いて、にぎわいやまちづくりの話

にも、当然のようにそういう人達

も入ってほしい。

イギリスのトッドモーデンがエディブルタウンと言われ

ている。野菜等を植えることをゲリラ的に始め、それが次

第に定着していき、町中に野菜や果樹が植えられ、誰でも

食べることができるようになった。お金がない人も食べら

れる。人の家のものではなく、公共の空間で採って食べら

れたらいいなと思う。

昔の一軒家ではみかんを植えることが多く、それら

の家で実って落ちた果実を集めてジャム等にして売っ

ているまちづくりの話を聞いたことがある。そのよう

なところから始めてみるのも良い。果樹の良いところ

は、植えた人も含めコミュニティで世話をするので、

無理にでも仲良くなるという良さもある。

長年駐輪問題が課題だが、課題になる

ということはそれだけ人が集まるという

ことなので、それを逆に活用できるので

はないか。日本一停めやすい・使いやす

い駐輪場が完備されたまちにすることで、

近くの駅に住んでいる人も来るようにな

れば、まちを利用する人も増える。

烏山は音楽の香りがしない。仙台で定禅

寺ストリートジャズフェスティバルを開

催するようになった後、ジャズミュージ

シャンが急激に増えた。烏山には区民セ

ンター前広場や区民ホール、広い商店街

エリアがあり、音楽祭を行うには絶好の

ロケーション。若者も楽しめて、定着す

るイベントになると思う。

絵画教室を父の代から60年ほど運営。

商業が活発なまちだが、アートの香りが

しない。何とかまちにアートを持ち込み

たい。若手をはじめアーティストは発表

の場に飢えている。発表する場や機会を

設けることで、烏山以外の人も観に来る。

例えば、烏山は新進気鋭のアーティスト

の発表があるというようになれば、まち

の活性化に寄与すると思う。

最近、そのような視点が出てきていると思う。長野県飯田市

にりんご並木がある。道路に果樹を植えるという考え方は一般

的ではないが、戦後、飯田の大火の復興に際し、中学生からり

んご並木の提案があった。こういった取組みは管理が課題とな

るが、住民が主体となって管理をしており、いまでも続いてい

るようだ。区でやる場合には課題があるが、そういった発想と、

それをどう実現するかを一緒に考えていけると良い。

商店街にキッチンカーやイベントがあると、

もっと楽しい雰囲気の商店街になると思う。

世話をするということに関して、先ほどのエディブルの話で、

世田谷区でも食べられるものを植えることが可能になり、南烏山

２丁目の公園の中に畑があり、食べられるものを作っている。

下北沢でも活動している方がいて、みんなが使いはじめると、

ルールも変わるのかなと思っている。行政にやってもらうのでは

なく、自分たちで世話する場所があると関係も変わっていくと思う

北烏山や粕谷の方に美味しい

お店を見つけることが多いが、

行く機会が少ない。

駅前がこれだけ発展している

ので、千歳烏山エリア全体がつ

ながりをもってひとつになると、

みんなが全体を知ることができ、

いろいろな場所に行く機会がで

きるようになると思う。

地域に開かれた学校、学生の学びとい

うことなどを考慮し、お店もたくさんあ

るので、コラボして商品をつくることで、

世の中に出た時にこういうふうにできる

といいなというイメージが広がっていく

ような、また、地域にも貢献できるよう

な教育活動ができたらと思った。

お寺がたくさんあることは知っているが、

あまり有名ではないかもしれない。お寺が

たくさんあり、法話をたくさんやっている

ので、イベント化して烏山以外の人にも

知ってもらえれば、烏山の知名度を高める

きっかけになる。

大人に頼ってばかりではいけない。

私たち高校生も防災の活動に参加し

ていかなくてはならない。

中学生や高校生は本当に力になる。

町会は年寄りが多く、あまり動けない。

そういう意味でも皆さんの力は必要。

ぜひ活動してほしい。

駅の南側で地権者による再開発準備組合により再開発事業の検討が進められ

ている。魅力ある空間にしてほしいという声、反対の声もある。どちらとい

うことではなく、いろいろな意見があるということを認識した上で、まちづ

くりを進めていくことが大事だと思う。

にぎわいをなくさないようにする、店の営業を継続させる、住んでいる人

が住み続けられるということが大きな目的となっている。様々な意見も踏ま

え、今後も検討を進めていきたい。

道路

ユニバーサル

デザイン

商店

安全な道・自転車

広場

市民とのつながり

場づくり
住宅・高齢者

情報発信

アート・音楽

防災

鉄道

みどり

子育て

居場所

イベント

多文化

駅前広場南側地区

散歩

サステナブル
宿泊施設

きれいなまち

「
み
ど
り
の
森
」
に
な
っ
た

ら
い
い
、
街
中
が
森
に
な
る
く

ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
下

さ
る
よ
う
な
提
案
や
、
街
中
に

果
樹
を
植
え
、
で
き
た
果
実
は

誰
で
も
食
べ
て
も
良
い
、
そ
ん

な
街
に
な
っ
た
ら
す
ご
く
い
い

な
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
で
は
、
先
駆
的
に
活
動
し

て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

一
緒
に
街
全
体
で
こ
れ
か
ら
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
見
つ
け
て

い
く
の
が
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
と
い
う
ふ
う
に
皆
さ
ん
お
話

し
し
て
下
さ
っ
た
そ
ん
な
ま
と

め
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
を
す
る
街
」
と
し

て
、
街
中
に
子
ど
も
達
が
沢
山

い
る
こ
と
は
街
の
活
気
に
つ
な

が
り
ま
す
し
、
子
育
て
を
す
る

方
達
が
街
で
色
々
活
躍
で
き
る

よ
う
な
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

け
る
と
い
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
ふ
う
に
頂
き
ま
し
た
。

「
道
路
は
安
全
に
歩
け
、
散

歩
が
楽
し
く
な
る
」
そ
う
い
う

街
に
な
っ
て
い
く
と
い
い
な
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
道
に

関
し
て
は
、
「
自
転
車
」
の
話

が
多
く
、
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
増
々
こ
の
街
の
人
気
が
高
ま

る
に
つ
れ
て
、
自
転
車
は
増
加

す
る
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

「
ア
ー
ト
や
音
楽
に
溢
れ
る
街
」

若
手
作
家
が
烏
山
で
挑
戦
で
き
る
あ

る
い
は
ア
ー
ト
・
音
楽
の
香
り
が
街

中
に
漂
う
街
。
こ
の
街
が
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
と
っ
て
も
気
に
入
ら
れ
る
住

み
た
い
街
に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
で
し
た
。

「
再
開
発
」
に
つ
い
て
高
さ
の
ご

意
見
も
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
、

せ
っ
か
く
作
る
な
ら
と
び
き
り
魅
力

的
な
屋
外
空
間
を
、
大
き
く
変
わ
る

の
な
ら
誰
に
対
し
て
も
自
慢
が
で
き

る
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
い
い
な
と

い
う
ご
意
見
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

「
防
災
」
の
意
見
の
中
で
私
達
も

街
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
、
高
校
生
が
言
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
特
に
、
大
人
ば
か
り

に
頼
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
発
言

は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
、
「
多
様
」
な
国
の
方
が
街

の
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
目
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
き
れ

ば
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、
み
ん
な
で
考
え

る
場
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
下
さ
い

と
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

「
色
々
な
人
が
主
人
公
」
に
な
れ
、

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
例
え
ば
年

齢
に
関
係
な
く
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
あ
る
い
は
、
法
話
イ
ベ
ン

ト
等
、
街
の
特
色
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
に
繋
が
る
ご
提
案
も
あ
り
ま
す
。

本
当
に
千
歳
烏
山
の
街
の
良
さ
を

皆
さ
ん
が
色
々
な
角
度
か
ら
ご
覧
頂

い
て
、
尚
か
つ
そ
の
可
能
性
が
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
も
あ
る
と
い
う
こ
と

を
実
感
さ
せ
る
コ
メ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
頂
き
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
奥
村

玄
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・～・～～・～・～・～ 取扱店 ～・～・～・～・～・

コミュニティカフェ
ななつのこ

取扱い商品：❶❷❸❹

南烏山6-12-12 コーシャハイム
千歳烏山12号棟1階

03-5969-8457

営  平日 10:00~20:00

土 10:00~17:00

休  日祝日

世田谷区文学館
ミュージアムショップ

取扱い商品：❶❷❸❹
南烏山1-10-10

03-5374-9111

営  10:00~17:30

休 月(月曜が祝日の場合は翌平日)

まちづくりカフェ
                 Muimui

取扱い商品：❶❷❸❹

南烏山5-24-7 第2幸栄ビルB1階
muimui.karasu@gmail.com

営  メールにてお問合せください

休  メールにてお問合せください

世田谷区立
烏山福祉作業所

取扱い商品：❻❼❽

北烏山1-29-15
03-3326-8001

営  8:30~17:00 休  土日祝日

えるもーる事務所
取扱い商品：❶❷❸❹❺
南烏山6-3-1 ダイヤ会館3階

03-3300-0181

営  9:00~16:00 休  土日祝日

Qs ANOTHER HOUSE
(世田谷キューズガーデン

コミュニティスペース)

取扱い商品：❶❷❸❹

給田1-3-42
mail@setagaya-qgtm.info

営  10:00~17:00 休 月火

クラルテ

取扱い商品：❶❷

南烏山5-13-4
03-3308-5306

営  11:00~20:00 休  火 

メモリードセレモニー
サポートセンター
千歳烏山店

取扱い商品：❶❷❸❹

南烏山6-2-1
03-6909-0556

営  10:00~18:00 休  不定休

FRONT

BACK

からぴょんグッズ

蘆花祭り等の烏山の
イベントにオススメ!!
❶ Tシャツ ¥2,500(税込)
子供用/110,120,140
大人用/S,M,L,LL

七宝柄が素敵な２色
(紺・ピンク)を用意
❷ てぬぐい 各¥1,800(税込)

カバンやバックに
いつでもからぴょんを!!
❸ 缶バッジ(大) ¥300(税込)

(小) ¥150(税込)

四角と三角の
２種類あります
❼ カード立て ¥250(税込)

学校やオフィスで大活躍
❹ ふせん ¥300(税込)

大容量でお買い物にも最適なバック
顔のみ・全身の２種類のデザインを
２色（紺・青）で用意しています!!
❺ マルシェバック 各¥2,000(税込)

木目がきれいな
マグネットです
❻ マグネット ¥350(税込)

からぴょんの焼印が押された
棒状のパズルです
❽ パズル ¥200(税込)

次
年
度
に
む
け
て

将
来
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
大
き
く

３
つ
の
視
点
で
行
い
、
そ
れ
を
集
約

し
て
い
く
流
れ
で
考
え
て
い
ま
す
。

烏
山
生
ま
れ
や
長
く
住
ん
で
い
た

り
、
関
わ
っ
て
い
た
り
な
ど
、
地
元

の
方
々
が
考
え
る
将
来
イ
メ
ー
ジ
、

本
日
参
加
し
て
い
る
地
元
の
高
校
の

方
等
が
考
え
る
若
者
が
つ
く
る
将
来

イ
メ
ー
ジ
、
さ
ら
に
子
育
て
世
代
が

考
え
る
将
来
イ
メ
ー
ジ
の
３
つ
の
視

点
で
す
。
想
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
多
様
な
ご
意
見
・
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
日
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
全

体
会
は
年
に
１
度
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
で
き
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
し
た
方

か
ら
の
ご
意
見
も
こ
こ
で
頂
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
先
ほ

ど
ご
案
内
し
た
３
つ
の
将
来
イ
メ
ー

ジ
の
発
表
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
第

３
回
で
は
素
案
の
発
表
、
そ
の
翌
年

度
は
将
来
イ
メ
ー
ジ
の
案
を
ま
と
め

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

案
の
段
階
に
な
り
ま
す
と
、
次
の

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
も
見
据
え
た
議
論

な
ど
を
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み

な
が
ら
、
住
民
参
加
で
街
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

街
の
将
来
像
を
見
え
る
化
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
て
共

有
し
、
協
働
し
な
が
ら
実
現
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。
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※在庫の有無やお値段については変更する場合がございます。詳しくは店舗へお問い合わせください。

アドバイザー

饗庭伸 教授

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
コ
メ
ン
ト

１
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
の
時
に
パ
リ

市
長
が
15

分
都
市
（
住
ま
い
か
ら

15

分
以
内
で
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
満

足
で
き
る
都
市
）
を
つ
く
る
と
言
っ

て
ま
し
た
が
、
世
田
谷
は
す
で
に
で

き
て
い
る
ん
で
す
。
誰
か
が
頑
張
っ

た
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、
な
ん
と
な

く
上
手
く
い
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
り
、

と
て
も
い
い
状
態
か
ら
ス
タ
ー
ト
で

き
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
烏
山
の
ま

ち
づ
く
り
の
最
初
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
多
様
な
人
、
子
育
て

世
代
、
多
国
籍
等
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
私
も
足
り
な
い
な
と
思
っ

た
ん
で
す
よ
。
な
の
で
、
次
回
ま
で

に
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、

そ
の
人
た
ち
を
呼
ん
で
く
る
の
は
結

構
大
変
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
話
を
聞

い
て
み
る
と
か
、
そ
の
人
の
気
持
ち

が
少
し
代
弁
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

状
態
で
、
次
回
来
て
い
た
だ
け
た
り

す
る
と
広
が
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

３
つ
目
で
す
が
、
駅
前
の
再
開
発

と
高
架
化
等
に
つ
い
て
意
見
が
た
く

さ
ん
出
な
か
っ
た
な
と
い
う
の
が
意

外
な
こ
と
で
し
た
。
あ
れ
だ
け
街
が

変
わ
り
ま
す
か
ら
、
今
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
皆
さ
ん
も
っ
と
具
体
的
な
こ
と

を
た
く
さ
ん
言
え
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
通
り
に
な
る

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
な
く
と
も
こ
の
段
階
で
あ
れ
を
し

よ
う
、
こ
れ
を
し
よ
う
、
い
く
つ
か

あ
る
わ
け
で
す
。
あ
れ
だ
け
の
も
の

が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
街
に
新
し

い
機
能
を
持
ち
込
む
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
か
ら
、
具
体
的
な
色
々
な
こ

と
を
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
思
い
ま
す
。
最
悪
な

の
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
悪
口
言
い
ま
く
る

と
か
批
判
し
ま
く
る
と
か
は
や
め
に

し
て
、
こ
う
い
う
場
所
で
お
互
い
顔

が
見
え
る
と
こ
で
き
っ
ち
り
や
る
。

こ
の
場
は
、
そ
れ
を
考
え
る
場
に
し

て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
か
な

と
思
い
ま
す
し
、
も
ち
ろ
ん
京
王
電

鉄
さ
ん
と
か
再
開
発
の
組
合
さ
ん
と

か
、
東
京
都
と
か
世
田
谷
区
と
か
が

つ
く
っ
て
い
く
わ
け
な
ん
で
す
け
ど
、

１
０
０
％
伝
わ
る
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
す
ご
く
い
い
こ
と
を
言
っ
て

い
た
ら
耳
に
入
っ
て
や
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
自
由

な
意
見
交
換
の
場
は
、
そ
れ
が
と
て

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非

次
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
い
ろ
い

ろ
展
開
で
き
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

最
後
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
日

す
ご
く
い
い
雰
囲
気
で
し
た
よ
ね
。

僕
も
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

こ
こ
か
ら
先
、
ち
ょ
っ
と
喧
嘩
し
た

り
す
る
ん
で
す
よ
、
ま
ち
づ
く
り
を

や
っ
て
い
る
と
。
喧
嘩
と
か
辛
い
こ

と
が
あ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
ど
、

そ
の
時
に
、
こ
の
楽
し
か
っ
た
、
あ

の
時
は
み
ん
な
で
前
を
向
い
て
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
よ
ね
と
い
う

こ
と
を
、
思
い
出
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
空
気
感
を
忘
れ
ず
に
、

そ
れ
で
一
年
後
に
な
ん
か
喧
嘩
し
た

と
き
に
見
返
し
て
、
あ
の
時
に
こ
う

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
よ
ね
、
だ

か
ら
こ
う
だ
よ
ね
、
今
日
は
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
と
し
て
振
り
返
る
よ
う
な

場
に
な
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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